
  資料3 

（３）最大埋立容量確保に向けた土堰堤工事等

の計画について 

 

大島処分場は供用開始から１０年が経過し、埋立計画の進

捗率は約４０％となり、埋立地下流側では、管理道路の高さ

まで埋立が進んでいる。 

今後、一般廃棄物処理施設設置届で認可を受けた最大埋立

容量４９，５００ｍ３の確保を実現するには、管理道路の高

さから更に上方へ山型に埋め立てを進めなければならない。 

このため、平成２９年度より、埋立計画に基づく山型埋立

を具現化するために必要となる、土堰堤築造の工事を計画的

かつ段階的に実施する。 

 

資料３－１ 大島処分場最終形状（最大埋立容量 49,500ｍ３到達時） 

資料３－２ 大島処分場埋立年次計画＜土堰堤築造・中間覆土計画＞ 



大島処分場最終形状 （最大埋立容量４９，５００㎥到達時） 

管理道路 

管理道路 

第４段階 
第５段階 第３段階 

第６段階 
第７段階 

＜上流側＞ ＜下流側＞ 

計画縦断図  （第７段階） 

計画平面図  （第７段階） 

＜上流側から撮影（現状）＞ 

土堰堤 
中間覆土 

撮影 

方向 

資料３－１ 



大島処分場 埋立年次計画＜土堰堤築造・中間覆土計画＞ 
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